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目  的 t Borrmann 4型胃癌の組織発生,増 殖,

進展には内分泌環境因子が深く関与している.従 って

胃癌組織におけるestrogen receptor(ER)を細胞組

織化学的に検討することはスキルス胃癌の発生機序の

解明と冒癌に対する内分泌療法の適応基準を決めるの

にきわめて重要である。

方  法 t Borrmann 4型 胃癌 の 3例 につ いて

PAP法 によるER染 色を施行した.すなわち胃癌組織

を10%ホ ルマリン液で固定した後, 5%正 常ブタ血清
で処理し,一 次血清として rabbit anti_17みestradiol―

6BSA,二 次血清として swin anti_rabbit lgCを用い

て反応させ,DA,で 発色させた後,hematOxylin核 染

色し脱水,透 徹,封 入する方法である。なお対照とし

ては一次血清あるいは二次血清を除いたものを用い

た。また組織学的 ERの 半J定基準は全癌細胞総数のう

ちER(十 )癌 細胞の占める割合が50%以 上を ER(十 ),
50%-10%ER(士 ),10%以 下 ER(一 )と した。

成  績 :Borrmann 4型 胃癌23711のうち ER(十 )

例は 3例 (13.0%)で ある。性別では ER(十 )例 は男
にはなく,全 例女性で12例中 3例 (25.0%)で ある,

その年齢分布は65歳 24/1,45歳 と比較的高齢者で閉経

後に多い傾向である。

ERの 細胞内局在性をみると,細胞質のみ,核のみあ

るいは両者に局在する場合があるが,胃 癌細胞の ER

は乳癌細胞に比べ核に局在する場合よりも細胞質に局

在する頻度が高く, 胃癌細胞は核レセプターが少ない

と考えられる。 こ のように胃癌におけるERは 臓器特

異性が認められる。また ER(十 )癌 細胞は癌の浸潤部

位,管 内侵襲部位に強陽性である。

さらにER(十 )癌細胞とER(― )癌細胞とが混在し,
いわゆるmosaic構 造を示している (図).
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図 Borrmann 4型 胃癌のER(十)例 で ER(十 )細胞
とER(一)細 胞とがmOsaic構造を示している.

試みられているが,そ の適応基準として ERが 最も有

力 な指標 であ る。本法 の E R 染 色法 は特異的 に

estrogen receptorと 結合 した E2の ほか non‐specttc

に結合した E2,いわゆるestrogen binding substances

をも染色している可能性があるが,ERの monoc10nal

抗体がない現状から考えると本法は ER染 色法として

有用である。

北岡1)は胃スキルスの ERを 生化学的なDCC法 で

測定し,ER(十 )例は40例中 4例 (10%)で 全711女性で

あり20例中 4例 (20%)と 報告し,そ の成績とわれわ

れの成績と全く一致している.

結  語 1胃癌組織の ER(十 )例 の頻度は低いが,

内分泌療法は補動療法の 1つ として有効であることが

わかった。
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